
「
集
団
的
自
衛
権
容
認
」
の
自
民
党
意
見
書
は
、

共
産(

５
人)

、
民
主
・
県
民
連
合(

14
人)

、
み
ど
り

の
風(

２
人)

が
反
対
。
未
来
ネ
ッ
ト(

５
人)

、
公
明

(

３
人)

が
退
席
し
、
自
民
党(

議
長
除
き
27
人)

だ

け
の
賛
成
で
可
決
さ
れ
、
県
政
史
上
に
歴
史
的
な

汚
点
を
残
す
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
県
内
で
も
反
対
意
見
書
が
南
相
馬
、
会

津
若
松
、
喜
多
方
、
二
本
松
の
各
市
、
桑
折
、
石

川
、
三
春
、
矢
祭
各
町
、
西
郷
村
の
９
市
町
村
で

あ
が
る
な
ど
、
た
た
か
い
は
正
に
こ
れ
か
ら
で
す
。

廃
炉
を
引
き
続
き
国
に
求
め

る
と
す
る
一
方
、「
エ
ネ
ル
ギ

ー
基
本
計
画
」
に
つ
い
て
は

明
言
を
避
け
ま
し
た
。

汚
染
水
対
策
で
は
、
第
一

原
発
の
地
下
水
バ
イ
パ
ス
に

つ
い
て
、
基
準
を
超
え
る
ト

リ
チ
ウ
ム
検
出
が
続
く
井
戸

を
閉
鎖
し
、
希
釈
し
て
海
へ

放
出
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
と
指
摘
し
ま
し
た
。

県
の
姿
勢
を
質
し
ま
し
た
。

宮
川
議
員
は
、
人
格
権
を

超
え
る
価
値
は
他
に
な
い

と
し
た
大
飯
原
発
再
稼
働

差
止
め
判
決
を
紹
介
し
、
放

射
能
汚
染
で
苦
し
ん
で
い

る
福
島
県
民
の
実
態
を
踏

ま
え
、
福
島
県
か
ら
「
原
発

ゼ
ロ
」
を
発
信
す
る
よ
う
知

て
世
界
に
発
信

す
べ
き
と
主
張

し
ま
し
た
。

６
月
定
例
県
議
会
は
、
６
月
17
日
か
ら
７
月
２
日
ま
で
１６
日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
共
産
党
県

議
団
と
し
て
、
宮
川
え
み
子
県
議
が
代
表
質
問
、
宮
本
し
づ
え
県
議
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

最
終
日
の
本
会
議
で
は
、
長
谷
部
淳
県
議
が
議
案
に
対
す
る
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

2014 年 

７ 月 

発 行 

日
本
共
産
党
福
島
県
議
会
議
員
団

県
庁
内
・
控
室

福
島
市
杉
妻
町
２
の
１
６

電

話

０
２
４
・
５
２
１
・
７
６
１
８

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
２
４
・
５
２
３
・
３
２
５
６

宮
川
え
み
子
県
議
は
、
安
倍
政

権
が
進
め
る
「
集
団
的
自
衛
権
行

使
容
認
反
対
」
、
原
発
再
稼
働
に
突

き
進
む
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画

の
見
直
し
求
め
よ
」
と
知
事
に
質

問
。
ま
た
被
災
者
支
援
、
福
祉
・

教
育
・
農
林
業
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ

ト
問
題
な
ど
各
分
野
に
わ
た
っ
て

宮川えみ子県議
6月 19 日・議場

安
倍
政
権
が
「
戦
争
す
る
国
づ

く
り
」
へ
暴
走
す
る
な
か
、
県
議

会
で
は
、
自
民
党
が
集
団
的
自
衛

権
容
認
を
前
提
と
し
た
意
見
書
を

提
出
し
て
き
ま
し
た
。

党
県
議
団
は
、
自
民
党
に
議
案

の
撤
回
を
求
め
る
一
方
、
他
会
派

に
は
憲
法
破
壊
に
県
議
会
が
手
を

貸
し
て
は
な
ら
な
い
と
、
最
後
ま

で
働
き
か
け
を
続
け
ま
し
た
。

７
月
２
日
の
本
会
議
で
は
長
谷

部
淳
県
議
が
討
論
に
立
ち
、
安
倍

政
権
が
行
使
容
認
を
閣
議
決
定
し

た
こ
と
に
抗
議
し
、
満
身
の
怒
り

込
め
て
撤
回
を
求
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
「
集
団
的
自
衛
権
は
、

ア
メ
リ
カ
の
戦
争
の
た
め
に
、
日

本
の
若
者
が
殺
し
殺
さ
れ
る
状
況

に
追
い
や
ら
れ
る
の
が
正
体
」「
福

島
県
の
若
者
も
当
然
対
象
に
な

る
」
と
指
摘
し
、
紛
争
の
平
和
的

解
決
を
根
本
精
神
と
す
る
国
連
憲

章
に
も
っ
と
も
忠
実
な
日
本
国
憲

法
の
歴
史
的
意
義
を
誇
り
を
も
っ

免震重要棟で挨拶する笠井亮衆院議員と党県議団。 
（2014 年５月 19 日・福島第一原発） 

討論する長谷部
淳県議・７月２日
本会議場 

事
に
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
福
島
第
二
原
発
の

中間貯蔵施設建設に関る石原環境大臣の「最後は金目でしょ」の発言に対し、県議会
は6月 17日、「住民の尊厳をふみにじるもの」と抗議文を送付しました。知事も同趣旨
の抗議を行っています。 

県町村議長会と同町村会が６月、県内原発 10 基の廃炉を求める特別決議をあげまし
た。すでに県議会・県は全基廃炉を求めており、「オール福島」の願いはさらに確固たる
ものになりました。 

早
期
廃
炉
を
改
め
て
求
め

ま
し
た
。
知
事
は
県
内
10
基

解釈改憲に反対し９条守れと県内各地で市民が集会を開催した。 
（写真は郡山駅前と福島駅前の行動の様子） 

単独起立する自民党会派（2014 年７月２日・本会議場） 

ＡＬＰＳ建屋の中で説明を受ける調査団（同上） 



①除染･賠償などの要望で政府と交渉する右から高橋千鶴子衆院議

員と神山悦子･宮本しづえ両県議(2014 年 4月 17 日) 

②仮設役場で松本允秀葛尾村長(左端)と懇談する右から阿部裕美

子･神山･宮本･宮川えみ子各県議(4月 3 日=三春町) 

③産総研･福島再生可能エネルギー研究所を県議団として視察、原発

ゼロの未来へ可能性を感じた。前列右より長谷部淳･宮川･神山･阿

部･宮本各県議(5 月 9 日=郡山市) 

④6 月議会に向け政策課題を知事に要望(5 月 29 日=県庁) 

⑤核兵器も原発もない未来をと平和行進の皆さんが県へ要請。阿部･

長谷部･宮本各県議が同席(6月 23 日=県庁) 

⑥｢農業改革｣に関する農業会議の要望を受ける党県議団(6月 12 日)

⑦地域住民と懇談し要望を聞く長谷部県議(5月 25 日=いわき市) 

⑧｢生業を返せ、地域を返せ!｣とする訴訟の原告団･弁護団が、県議

会と県に支援要請行動(6月 30 日)

来年の県議選に向け、現職5人を一次候

補として発表しましたのでお知らせし

ます。 

国
が
、
賠
償
指
針
で
故
郷

喪
失
慰
謝
料
を
帰
還
困
難

区
域
に
し
か
認
め
な
か
っ

た
た
め
生
ま
れ
た
、
避
難
者

同
士
の
確
執
が
深
刻
で
す
。

長
期
間
戻
れ
な
い
状
況
は

同
じ
で
あ
り
道
路
一
本
で

差
別
す
べ
き
で
な
く
、
県
は

一
律
の
賠
償
を
国
に
求
め

る
べ
き
と
質
し
ま
し
た
。

県
は
、
避
難
地
域
の
差
別

解
消
に
は
言
及
し
な
か
っ

た
も
の
の
、
個
別
事
情
に
応

じ
た
賠
償
を
求
め
て
い
く

と
答
え
ま
し
た
。

安
倍
政
権
の
医
療
福
祉

総
合
法
の
強
行
に
、
市
町

村
は
じ
め
医
療
や
介
護
の

現
場
で
は
大
き
な
懸
念
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
県
が

掲
げ
る
日
本
一
長
生
き
の

福
島
県
づ
く
り
の
た
め
に

も
、
国
の
押
し
つ
け
を
許

さ
ず
、
県
内
ど
こ
に
住
ん

で
も
安
心
で
き
る
福
島
の

条
件
整
備
を
と
求
め
ま
し

た
。高

す
ぎ
る
国
保
税
や
医

療
費
負
担
を
軽
減
す
る
減

免
制
度
を
利
用
し
や
す
く

改
善
す
る
と
と
も
に
、
滞

納
世
帯
に
対
し
、
年
金
ま

で
差
し
押
さ
え
る
違
法
な

取
り
立
て
は
中
止
す
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。

① ②

③

④ ⑤

⑥ ⑦
⑧

国が除染目標年間被ばく線量１㍉Ｓｖの空

間線量目安である 0.23 マイクロＳｖの「引上

げ（緩和）を検討」との報道に、県民の怒りと

不安が広がっている問題で、県議団は議会に先

立ち県に申し入れを実施。７月４日には、復興

共同センターとともに福島の環境再生事務所

に申し入れを行いました。県はこれまでの目安

は維持されるべきと議会答弁し、環境省も４日

の 交渉 で

引 上げ は

行 わな い

考 えを 示

しました。

日本共産党福島県委員会が主催し農業シンポジウムを開催します。
とき：7 月 13 日（日）午後１時半～ ところ：二本松福祉センター

宮本しづえ県議

6月 24 日･議場 

環境省への要請（７月４日=福島市）


